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(特定)労働者協同組合チャイルドセンター彩葉（いろは）

みらくる児童発達支援事業所

代表理事 青竹 勝

児童発達支援事業などを行なうチャイルドセンター彩葉



➢ 自己紹介：1960（昭和35）年生まれ。上京し通信会社でシステムエンジニアの仕事に就く。練馬

区報で福祉作業所のボランティア募集を目にし、障害福祉と出会う。

49才の時に故郷の鯖江市に戻り、県内の福祉施設で経験を積む。 2020年（60才のとき）に障害

者就労支援の一般社団法人つくろお日さまの杜を設立、2024年（64才のとき）に放課後デイサー

ビスの労働者協同組合を設立。

➢ 鯖江市の紹介：人口68,037人、世帯数26,353（9月1日現在）。今年、市制70周年。福井市

の南に隣接する。めがね、繊維、越前漆器が三大地場産業。

鯖江市のウェブサイト、西山公園SNSから
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➢ 【チャイルドセンター彩葉 概要】

✓ 法人設立：2024年11月、福井県鯖江市平井町（福井県第2号）

✓ 事業開始：2025年4月1日 組合員：５名

（全員常勤職員、20代2名、50代2名、60代1名）

シニアのボランティア

✓ 事業内容：放課後等デイサービス・児童発達支援事業。利用登録児童10名。

子どもたちが安心できるフリースペース等を計画中。

➢ 設立経過1

• 2020年、就労継続支援Ｂ型事業などを行なう一般社団法人「つくろお日さまの杜」設立（鯖江市平

井町）。以前から労働者協同組合について知っていたが、労協法制定前のため、一般社団法人で立

ち上げることとした。



➢ 設立経過2

検品・梱包・袋詰めなどの軽作業、エプロン等の縫製、チラシ作成、福井の木を使った木工製
品の製造のほか、日中一時支援や、フリースペースを設けプログラミング教室などを行っている。

 2024年

• 「お日さまの杜」の活動をつうじ、安心して過ごし生きる力と夢を育むことができる放デイや居場所をつく

る必要があると考えた。

• 夏、障害支援相談員や保育士、「お日さまの杜」職員の参加が見込めることとなり、ワーカーズコープ

連合会やワーカーズコープ・センター事業団福井事業所の支援も受け、労協の設立を検討。
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就労継続支援Ｂ型事業などを行なう一般社団法人「つくろお日さまの杜」 みんなの家



• 10月14日、鯖江市で行われた、ふくい協同労働推進ネットワーク主催の「福井でつながろう！！   

よい仕事交流集会」に参加。（写真左下）

• 11月6日、労協コモンウェーブ（三重県）を見学。（写真中下 SNSより）

• 11月16日、設立総会を開催。（写真右下）

• 11月～12月、開業資金のためクラウドファンディング。（写真右）

 2025年

• 4月1日、放課後等デイサービス「みらくる児童発達支援事業所」として指定。

• 6月1日、特定労働者協同組合として認定
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空き家の民家の購入・改築の資金とした。
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佐々木市長「労働者協同組合チャイルドセンター彩葉 放課後等デイサービス みらくる児童発達支援
事業所の開所式が執り行われました。このような事業者が地区にはなくニーズのあった支援が行われ
ること、大変嬉しく思います。みらくる児童発達支援事業所のますますのご発展と、ここに集う子ど
もたちの健やかな成長を心よりお祈り申し上げます。」（写真右端。同SNSより）

• 2025年3月15日 開所式、内覧会を行った。佐々木勝久・鯖江市長、小野田謙一・福井県産業

労働部副部長（現、鯖江市副市長）、北出順子・ふくい協同労働推進ネットワーク会議代表

（福井大学・准教授）、杉本美佐子・ワーカーズコープ福井事業所副所長に挨拶いただいた。
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➢労協選択の理由：労協法の意見反映原則は福祉事業をより適切に運営する上で

不可欠。お互いが認め合い対等で風通しのよい関係性づくりは、利用児も働く組合

員も自らの人生を生きる上で土台となる、と考えた。
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定款第１条（目的）

本組合は、組合員の意見を反映して組合の事業が行われ、組合員自らが事業に従

事することを基本原理とする協同組合として、心身に障害のある子どもの育ちを

支え、引きこもりの方や高齢者など社会的に弱い立場にある方々の福祉の増進を

図るとともに、障害の有無に関わらず地域社会において個々の尊厳を保持しつつ

自分らしい心豊かな暮らしが営めることができる持続可能で活力ある地域社会の

実現に資することを目的とする。
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9
鯖江市平井町57-10-17

Tel: 0778-67-4720

info.childcenter.iroha@gmail.com
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➢ 活動写真

玄関で水遊び
（夏休み）→

ミュージックケア（夏休み）

←HALLOWEEN

庭で遊ぶ

近くの公園

落書き 12



➢ 職員から一言
放課後等デイサービスのみらくるは、支援員として4名の常勤職員で運営しています。毎
日会議を開いて、運営や困りごと、今後の予定などを話し合っています。
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職員全員がチームになり子どもさん一人

ひとりの声を大切にして「やってみた

い！」を応援していき、温かく前向きに

一歩ずつの成長を見守っていきます。

職員全員がチームとなってお子様のやっ

てみたいを応援していきます。

温かく前向きに一歩ずつ成長を見守っ

ていきます。子どもたち一人ひとりの笑

顔と成長を大切に安心して過ごせる時

間をつくりたいです。毎日、新しい発見

とチャレンジがいっぱいです。

・みんなで話し合い

・一人ひとりの声を大切に

・温かい職場

・連携やチームワークの中に深い信頼

関係が生まれ、仲間と築く居場所として

機能する。

子どもたちの支援をより良くするためにみ

んなで話し合い、自分たちの意見が反

映される、安心で温かい職場作りを目

指します。
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➢チャイルドセンター彩葉の課題と考えること

• スタート時の資金、軌道に乗るまでの運転資金

• 放課後等デイサービスとして学校の長期休み時等での短時間支援職員等の確保

• 放課後等デイサービス以外の事業の展開、ボランティア等の確保

• 一人ひとりの発達段階、特性に合わせた支援プログラム

• 彩葉の仲間での労協についての勉強、それに基づく運営、よさを最大発揮する

➢ 可能性、やりがいと感じること

• 感情を言葉にすること、気持ちをコントロールすることが難しい発達障害、ADHDの特性の子どもたち

に関する個別支援、集団支援

• 不登校等の子どもたちへの繋がり



➢ミドル・シニアにとっての労働者協同組合

• 子どもたちが色々な体験を通じての成長・・・シニアの豊かな経験や趣味力（趣味や特技を生かす）

子どもは、小さな達成や成功の経験を積み重ねることで自己効力感を高め、人生を前へ進める力を

獲得できると考えています。しかし、学校に十分に通えなかったり、障害などに応じた学習の機会が限ら

れていたりする場合、基礎的な学力や体験が不足し、そのことが将来への夢を諦める要因となることもあ

ります。

そこで、豊かな経験や趣味力を持つ地域の大人たちが、生きづらさを抱える子どもたちの心の支えとなり、

伴走者として見守ることで、「けっして一人ではない」という安心感を伝えることができます。温かい愛情に

包まれ、守られていると感じられる安心できる居場所で、さまざまな体験を重ねることによって、自立心を

養うことができ、その関わりを通じて、子どもは自分の人生を主体的に生きる力を育むことができると考え

ます。

このような役割を担う仕組みには大きな可能性があり、地域にそのことが求められているものだと考えて

います。

ミドル・シニア世代の参画できる仕組みは、地域共生社会を実現するための鍵となると考えています。



ご清聴ありがとうございました。

労働者協同組合チャイルドセンター彩葉
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